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O
m
滑
走
路
供
用
開
始

福
患
空
港
の
二
，
五

0
0メ
ー
ト
ル
新
滑
走
路
の
供
用
開
始
式
は

平
成

ω年
吃
月

3
日
午
前

8
時
日
分
か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
1
階
到

着
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
知
事
が
式
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
知

事
、
国
会
議
員
、
車
田
村
長
な
ど
関
係
機
関
の
代
表
者
に
よ
る
供
用
開
始

一ア

l
ブ
カ
ッ
ト
ゃ
く
す
玉
開
披
を
行
っ
て
供
用
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
、
一
一
，
五

0
0メ
ー
ト
ル
新
滑
走
路
を
使
用
し
て
の
初

使
と
な
る
大
阪
便
と
札
幌
便
が
飛
び
立
つ
の
を
見
送
り
ま
し
た
。

民
生
・
児
童
委
員
同
名
と
主
任

児
童
委
員
1
名
へ
の
厚
生
大
臣
か

ら
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
ロ
月
9
日

に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

車
田
村
長
か
ら
各
委
員
に
委
嘱
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
・
児
童
委
員
は
、
年
金
委
員

を
兼
ね
て
地
域
福
祉
全
般
、
年
金
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納

得
当
九

担
笠

間
地
英

お

舘
関

西

K
44dh

、s'''

制

調

副
式
市

当

否

担

司

区

け
地

割

問

矢

関
係
に
つ
い
て
住
民
の
相
談
業
務

に
従
事
し
、
福
祉
行
政
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

委
員
の
任
期
は
、
平
成
時
年
日

月
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

な
お
、

8
名
の
委
員
は
、
今
回

任
期
満
了
で
退
任
と
な
り
ま
し

た
。
退
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん

!j¥高地区担当

溝井貞光さん(新)

小高地区担当

西JlI美筏吾さん(新)

平成11年 1月

11辺地区担当

矢部義ーさん(再)

φ地区担当

高林浅こさん(再)

中地区担当

大木トミヨさん(新)

蒜生地区担当

翼弓政典さん(再)

広報たまかわ

福
島
空
港
の

二
，五

0

0
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
の
供

用
開
始
は
、
輸
送
供
給
能

力
と
就
航
距
離
能
力
の
ア

ッ
プ
が
図
ら
れ
国
際
化
空

港
へ
向
か
っ
て
大
き
な
ス

テ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機

な
ど
の
大
型
航
空
機
が
就

航
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

大
量
に
乗
客
を
輸
送
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に

就
航
距
離
も
六
，
O
0
0
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
可
能
に

2，500m滑走路から飛び立つJAL大阪便

は
次
の
と
お
り
で
す
。

角
田
克
彦
ぷ
大
野
シ
ヅ
イ
さ
ん

(
小
高
地
区
)

(
南
須
釜
地
区
)

車
田
千
枝
子
ぷ
鈴
木
米
蔵
さ
ん

(
小
高
地
区
)
(
南
須
釜
地
区
)

須
釜
保
明
さ
ん
草
野
今
朝
夫
さ
ん

合
石
法
寺
地
区
)
(
北
須
釜
地
区
)

小
原
明
昭
ぷ
石
森
仲
夫
さ
ん

(
南
須
釜
地
区
)
(
山
小
屋
地
区
)

岩法寺地区担当

大竹照治さん(新)

竜i崎地区担当

湯沢英雄さん(再)

南須釜地区担当

相楽義二さん(新)

南須釜地区担当

大野力ツさん(新)

主任児童委員 四辻新田地里担当 LlJ小屋地区担当 吉地lR担当 南須釜地区担当

小原重孝さん(再) 塩田沼ーさん(再) 石森金治さん(新) 近内道夫さん(再) 青山 聴さん(新)

な
る
こ
と
か
ら
ハ
ワ
イ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
ひ

と
つ
飛
ぴ
で
行
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
は
誘
導
路

が
未
整
備
で
あ
り
、

工
事

が
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
二
，
五

0
0
メ
ー

ト
ル
滑
走
路
が
本
格
的
に

そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
の

は
、
誘
導
路
の
供
用
開
始

が
予
定
さ
れ
る
平
成
ロ
年

夏
以
降
に
な
る
見
通
し
と

な
り
ま
す
。

愛
媛
県
玉
川
町
職
員

行

政

研

修

本
村
と
同
名
が
縁
で
交
流
を
し
て

い
る
愛
媛
県
玉
川
町
か
ら
行
政
職
員

5
名
が
日
月
お
j

お
日
ま
で
の

1

泊

2
日
の
日
程
で
来
村
し
ま
し
た
。

本
村
職
員
と
の
行
政
交
流
会
で
は
、

本
村
の
福
祉
、
税
務
、
農
政
、
建
設

な
ど
の
行
政
事
務
の
内
容
に
つ
い
て

村
の
各
担
当
者
か
ら
説
明
さ
れ
、
質

疑
応
答
を
通
し
て
相
互
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
の
視
察
と
し
て
生
産

物
直
売
所
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

-・E ・-ー圃 滑走路2.000mでの 滑走畠2.500mでの
就航可能穏を喜 一一一一一一一一-~!閉可能範囲

m月
却
日
の
献
血
者
は
、
次
の
日

名
で
し
た
口
あ
な
た
の
愛
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

(
敬
祢
略
)

A

守
中
根
精
工
紛

石
井
重
一
・
大
川
内
忠
雄
・
大
川
内

文
江
・
大
野
佐
源
治
・
草
野
直
幸

・

関
根
恵
津
・
添
田
安
夫
・
円
谷
ア
ヤ

子
・
円
谷
克
也
・
吉
田
徳
次
・
渡
辺

さ
な
え

A'福
畠
空
港
建
設
工
事
関
係
者
(
幻

名
)

伊
藤
正
八
・
稲
葉
か
お
り
・
内
川
清

孝
・
鵜
沼
宏
幸
・
遠
藤
聡
子
・
大
井

剛
太
・
小
平
利

一
・
嘉
数
明
美
・
角

田
一
郎
・
菊
地
精
志
・
菊
地
智
・

酒
井
昭
久
・
相
楽
弘
一
・
白
井

隆
・
関
根
正
・
敦
賀
二
郎
・
永
野

修
・
成
田
克
司
・
南
候
賢
二
・
西
村

元
男
・
根
本
和
枝
・
高
山
靖
男
・
福

田
裕
之
・
星
国
光
・
前
田
博
之
・

水
谷
信
夫
・
森
哲
也

-
玉
川
村
役
場
前
(
引
名
)

大
越
健

一
・
大
竹
一
誠
・
車
田
ヨ
シ

子
・
小
原
幸
春
・
小
針
敬
子
・
小
針

武
彦
・
小
針
達
夫
・
小
針
と
し
江
・

小
針
康
敬
・
塩
沢
邦
章
・
塩
沢
美
代

子

・
塩
田
敦
・
瀬
谷
輝
賢

・
添
田

孝
則
・
仁
井
田
健
・
野
口
サ
ツ

子
・
広
瀬
亜
紀
子
・
曲
山
博
貴
・
増

子
貞
美
・
増
子
広
行
・
溝
井
康
夫

愛いざという時のために

村消抗菌(佐久間安麗団長)主催の秋季訓練が11月29

日(日)に村民グラウンドで行われ、泉郷川からグラウ

ンドまでの中継訓練などを行いました。

また、村婦人消防隊(大野ナヲエ隊長)による防火訓

練は、 12日6日(日)仁役場南駐車場で行われ、油鍋に

よる火事の消火実技訓練などを実習しました。

消防訓練を行う

で

5
名

来

村

4 新成人のみなさん mはたちの記念H に是非ご協力下さい。機u顕鱗議室襲撃畿麓灘蹄踏襲鑓足iI議欝欝鞠瀦鰯広
〕



身
障
者
一
書
道
・
写
真
全
国
大
会

写
真
で
溝
井
さ
ん
(
山
富
岡
)
銅
賞
を
受
賞

第
日
回
身
体
障
害
者
書
道

・
写
真

全
国
コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真
の
部
で
溝

井
安
喜
さ
ん
(
小
高
)
が
見
事
銅
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
作
品
は
、
鷺
草
を
写
し

た
も
の
で
、
本
物
の
鷺
が
飛
ん
で
い

る
よ
う
な
立
派
な
作
品
で
す
口

溝
井
さ
ん
は
、
小
学
校
時
代
か
ら

カ
メ
ラ
好
き
で
写
真
屋
に
な
る
こ
と

を
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
福
島
県
の
予
選
す
ら
通
過
す
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し

て
い
ま
す
」
と
喜
び
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

平成11年 1月
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村従
語業
;E ム員
去 五を

表
彰

玉
川
村
商
工
会
主
催
の
平
成
叩
年

度
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

M
事
業
所
か
ら
幻
名

に
古
寺
福
喜
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
口

が絢
加
淳
美
山
一
、
水
林
恵
子

況判明
お
被
服
一
七lu

一
業
側
)

草
野
ミ
サ
子

一()絢
熊
田
建
設
)
熊
田
良
子

不備吋
ド山
林
建
設
)
真
野
目
富
久
代

一点
総
側
室
料
相

南
篠
弘
嘉

小
宙
空
累
積
源
的〕
~

石
森
幸
治
、
城

野
勝
、
山
本
実
、
根
本
晃
生

(
u

申
根
精
霊
側
一〕J

石
森
昌
興
、
大

和
田
勝
幸
、
藤
田
二
三
男

市
筋
商
一枚

縫

製

)

真

弓

今

九
日
本
精
密
加
工
伺
)
小
針
サ
タ

子
、
野
崎
キ
ン
子

h

福
島
双
羽
電
機

J

納
叫

長
沢
敏
彦
、

草
野
富
美
子
、
泉
川
道
夫

…

aw双
葉
産
業
V

小
原
正
広

円日

楽
千
枝
子
、
溝
井
さ
ち
子
、
関
根
光

子
、
石
井
友
江
、
福
田
紀
久
実

か
働
W

F烹
宏
一ヨ
ポ
一直
業
門

大
野
ヒ
サ
子

市側
一月
山
古
一体
福
島
一
幽
周期
縦

生
田

目
芳
幸
、
矢
吹
将
徳
(
敬
称
略
)

玉宮
村
剣
道
大

優友会
.~ 勝マ

第

m回
平
田
村
剣
道
大
会
は
、
平

田
村
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
県
中
・
県
南
地
区
か
ら
小
、
中

学
生
及
び

一
般
の
選
手
が
多
数
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
出
場
し
た
玉
川
少
年
剣

友
会
は
、
小
学
生
団
体
の
部
で
見
事

犯

灯

を
ι

寄
贈

ユ
ア
一
ア
ツ
ク
紛
須
賀
川
営
業
所

南
須
釜
字
滝
作
地
内
の
県
道
矢
吹
小
野
線

沿
線
に
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
防
犯
灯
は
、
須
賀
川
市
の
電
機
工
事

会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
側
須
賀
川
営
業
所
(
斉
藤

八
家
所
長
)
か
ら
須
釜
防
犯
協
会
(
境
田
孝
意

会
長
)
に

一
式
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

滝
作
地
内
は
、
人
家
も
少
な
く
夜
道
は
暗

く
て
不
安
な
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
防
犯
灯
の

設
置
に
よ
り
不
安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
4
年
生
以
下
の

個
人
の
部
で
林
仁
雄
君
(
須
釜
少

年
剣
友
会
)
が
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
の
主
な
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
し
た
口

小
針
匠
、
曲
山
貴
浩

(玉
川
少
年
剣
友
会
)

門
中
学
女
，3
個
汰
)

3
位
鈴
木
い
つ
か
(
須
釜
中
)

(
中
掌
女
芸
団
体
肝

3
位

須

釜
中
学
校

3
位

(
敬
称
略
)

花い、っぱい運動に
、優良賞。

ルフ参加者

8月末に本村を襲った集中豪雨による被害に対して村商工会役職員から

36，000円が、また、先に行われた商工会長杯チャリテイ ゴルフ大会参加

者から59，000円がそれぞれ村に贈られました。古寺商工会長と境田、石井

両副会長が村長室を訪れて車田村長に手渡しました。

社団法人日本花いっぱい協会などが主催する第35(gJ全
国花いっぱいコンク ルの地区審査で玉川村花いっぱい運

動協議会が優良費を受麗しました。村内の主要道路の沿線

に、サルビアやマリーゴールドなどの花々で美佑運動に努

めたことが評価されての受翼となりました。

6 

岡部さん、

阿部さんに表彰状

保健事業に尽力

県
中
保
健
所
な
ど
の
主

催
に
よ
り
田
村
郡
船
引
町

で
行
わ
れ
た
第
2
回
県
中

地
方
公
衆
衛
生
大
会
の
席

上
、
岡
部
栄
子
さ
ん
(
竜

崎
)
と
阿
部
洋
子
さ
ん

(南

須
釜
)
が
県
中
地
区
衛
生

組
織
連
合
会
長
か
ら
表
彰

状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
と
阿
部
さ
ん

は
、
永
年
に
わ
た
り
本
村

の
保
健
協
力
員
、
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
保
健

事
業
に
貢
献
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

ザツ力一天皇杯

江本先生が出場

見事 1回戦突破

第
加
の
回
サ
ッ
カ
ー
天
皇
杯
全
国
選

手
権
大
会

一
回
戦
が
郡
山
市
の
西
部

サ
ッ
カ
ー
場
で
行
わ
れ
、
本
県
代
表

の
F
C
プ
リ
メ

l
ロ
が
、
山
形
県
代

表
の
日
大
山
形
高
校
と
対
戦
し
ま
し

た
。村

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
主
事
の

江
本
城
幸
先
生
は
、
こ
の
試
合
に

F

C
プ
リ
メ

i
ロ
の
主
将
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。
江
本
先
生
は
、
プ
リ
メ

l
ロ
の

F

W
と
し
て
終
始
、
相
手
ゴ

お
び
や

l
ル
を
脅
か
す
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
得
点
を
挙
げ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
チ
l
ム
は
前
半
の
虎
の
子
の

1
点
を
死
守
し

1
対
0
で
勝
利
を
収

め、

二
回
戦
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

F
C
プ
リ
メ

l
ロ
は
、
続
く
二
回

戦
を
円
以
月
9
司
に
J
リ
ー
グ
の
コ

ン

サ
ド

l
レ
札
幌
と
戦
い
ま
し
た
が
、

再
三
の
チ
ャ
ン
ス
を
潰
し
て
惜
し
く

も
0
対
1
で
敗
れ
ま
し
た
。

7 
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所得税)の申告相談は

②
印
鑑

③
申
告
者
の
金
融
機
関
等
の
通

帳
、
通
帳
印

④
会
社
員
、
日
一
壊
な
ど
の
給
与
所

得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
事

業
主
の
支
払
証
明
書

⑤
事
業
所
得
者
は
、
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
、
所
得
計
算
に
必
要
な

帳
簿
書
類

⑥
年
金
所
得
者
は
、
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票

⑦
生
命
・
損
害
・
個
人
年
金
の
保

険
料
控
除
証
明
書
、
障
害
者
手
帳

⑧
医
療
費
控
除
の
場
合
は
、
領
収

指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

住
民
税
や
所
得
税
の
申
告
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
村
で
は
パ
ソ
コ
ン

に
よ
り
椙
談
業
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
告
受
付
月
巴
は
個
人
宛
の
申

告
案
内
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
送
付
さ
れ
ま
す
。
指
定
日
に
申
告
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
日
年
1
月
1
日
現
在
で
玉

川
村
に
住
所
が
あ
り
、
一
平
成
問
年

中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
は
す
べ
て

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

主
な
該
当
者
は
次
の
と
お
り
で

す。画
農
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
入

画
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
の

譲
渡
所
得
の
あ
る
入

司
君

2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の

支
払
を
受
け
た
人
や
、
給
与
の
ほ

か
に
も
所
得
の
あ
る
人
(
農
業
・

地
代
・
家
賃
・
年
金
等
)

基
年
金
所
得
者

画
雑
損
控
捻
や
医
療
費
控
除
、
住

宅
取
得
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
人

画
一
定
の
と
こ
ろ
に
勤
務
し
て
い

な
い
人
ま
た
は
、
勤
務
先
か
ら
役

場
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
入

直
前
年
中
に
病
気
や
失
業
中
で
ま

っ
た
く
所
得
の
な
か
っ
た
人
も
そ

の
旨
を
・
申
し
出
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

①
申
告
通
知
書

⑨
確
定
申
告
書
(
税
務
署
か
ら
送

付
さ
れ
た
人
の
み
)

8 

耳
慣
請
員
契
約
書
・
売
員
契
約
書
な

ど
の
写
し

A
V
家
屋
の
登
記
簿
謄
本

A
W
住
民
票

A
V
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書

φ
源
泉
徴
収
票

画
還
付
金
の
振
込
み
先
の
口
座
番

号
(
申
告
者
本
人
名
義
)

(注
)φ
印
の
書
類
の
コ
ピ
ー
は
認

め
ま
せ
ん
。

平
成
刊
年
度
福
田
一
岡
県
掌
生
寮
(
男
ウ
ウ
宮
駅
;
千
葉
県
松
一
戸
市
・
女
一
/
す
寮

j
渋
谷
区
幡
ケ
谷
)
の
入
寮
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

zm募
集
人
員

(
男
子
祭
)
ぬ
名
程
度

(
女
子
寮
)
山
名
程
度

置
応
募
資
格

福
島
県
出
身
者
で
次
の
各
号
に

該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

①
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

(
短
期
大
学
含
む
)
に
平
成
日
年
度

に
入
学
を
予
定
す
る
者
(
夜
間
部

学
生
は
除
く
)

②
人
物
及
び
健
康
状
態
が
良
好
で

共
同
生
活
を
営
む
に
適
す
る
者

③
父
母
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
が

入
寮
諸
経
費
の
負
担
能
力
を
有
す

る
者

④
確
実
な
身
元
保
証
人
を
有
す
る

者

平成11年 1月C広報たまかわ

事
必
要
経
費

光熱jく費(月額)

食|肉食調理
月額)

委託費負担金

資|簿材料費 I1 Fi ?OOfIlt!iljg I 15，200円程度 I15，200円程度| (月額 Iv，'-VVI J'I:::t:I:s<.. I 

※!Q;I婆経震の金額は、今後の学主主寮運営の収支状況により改定

する場合があります。
努予言警はf@E]室、女三子祭lまH室2名の利fflとなります。

1，500円

6，300円程度5，700円程度

3，000円

-E申
込
方
法

募
集
要
項
等
に
つ
い
て
在
学
高

等
学
校
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け

て
、
申
込
み
に
必
要
な
書
類
を
整

備
の
う
え
在
学
高
等
学
校
長
に
提

出
す
る
。

軍
申
込
期
間

平
成
問
年
ロ
月
凶
日
か
ら
平
成

日
年
2
月
間
日
ま
で

置
問
い
合
わ
せ
先

(
財
)
福
島
県
学
生
寮
事
務
局

2
0
2
4
I
5
2
1
1
7
7
7
5
 

この翼付制度{立、章生年盆保険及び包民年

金保険に10if以上加入している方がお芸さ

んの入掌時や在学中の教首費を低利で借りる

ことができる制度です。

また、この議付は、国民金融公庫の一般教

青ローンとの併用もできます。

(融資金額) 学生・生徒 1人につき

・厚生年金保険加入の方 100万円以内

・自民年金保険加入の方 50万司以内

(融資利率) if2.30% (11月10日現在)

(返済期間) 8年以内(据量期間は、在掌期間)

(申込・お問い合せ先)

(社)福島県年金福祉協会

岱 024-522-2611まで

量放送大学の特徴

・人文、社会、自然、産業など幅広い分野の科目(300

科目)が選べる大学です。

・マイペース(テレビ-ラジオ)で学習できます。

・入掌試験はありません。

・18競以上ならどなたでも入学できます。

・入学のチャンスは年2回(4月と10月)

・「掌土(教養)Jの単位が取れます。

事申込・問い合わせ先

放送大学福語学習センターまで

岱 024-921-7471

ミ
ナ
l

福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
と
関

心
が
高
ま
る
な
か
、
福
祉
分
野
へ

の
就
労
希
望
者
も
年
々
増
え
て
い

ま
す
。昼

間
は
福
祉
を
学
ぶ
機
会
が
少

な
い
福
祉
分
野
へ
の
就
職
希
望
者

(
学
生
を
含
む
)
や
福
祉
の
仕
事
に

関
心
の
あ
る
方
々
を
対
象
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

調
参
加
対
象
者
社
会
福
祉
の
仕

事
に
関
心
の
あ
る
高
校
生
以
上
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も

鉦

料

(
当
日
参
加
自

由調
)参

加
費

軍

内

容

・
ビ
デ
オ
上
映
「
福
祉
の
職
場
紹

介」-
講
演
「
福
祉
の
職
場
で
働
き

た
い
人
の
た
め
に
」

講
師
j
白
柳
博
延
氏
(
福
島
介

護
福
祉
専
門
学
校
副
校
長
)

画

日

桓

2
月
2
日

耳
慣
開
催
場
所
ホ
テ
ル
ラ
フ
ィ

l

ネ
郡
山
(
郡
山
市
桑
1
i
2
i
3
)

事
お
問
い
合
せ
先

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
人
材
課

岱

0
2
4
I
5
2
1
i
5
6
2
2
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第36固村民囲碁将棋大会

参加者募集

団の健康ごよみ

保
)
一国

骨

八万5

~

 

室

時

室

時

教

9
教

1

親

前

兜

後

母

午

蕎

午

.1月

27日(水)

~すがま幼稚園モチっき大会より~

110番通報は、緊急を要する事件

や事故が発生した場合に、皆さんと

~会場

圃参加資格

固では、平成11年度の全国の米の笠産調整目

標面積を平成10年度と同規模の963，000ヘクタ

ールに決定し、福島県仁対しても今年度と同じ

36，229ヘクタールとすることにしました。

さらに本村の生産調整箇

積も昨年同様の172.48ヘ

クタールと決定されました

ので農家の皆様のご協刀を

お顧いいたします。

(村農政課)

警察をいち早く結ぶ電話です。。110雷通報のポイント

警察官が次のことをお尋ねしますので、落ち着いてゆっく

り話してください。

.r何があったのかJ……交通事故、泥棒、ケン力など

• rい つJ…一発生時刻(何分前とか)

• rど こ でj…・・・場所(住所)、白標物

• r犯人 はj…・一年齢、服装、体格などの特徴

・[状況はj…一事件や事故の簡単な説明

• rあなたはj……住所、氏名、電話番号

(玉川駐在所)

画試合方法

圃参加費

圃参加申込

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

-哩}

橿

部

慶

〈中鴨
川
麗
替
圏

一明
)
蜜

腐
)

聞2月

10日(水)

須釜公民館

護 :受付時間

10 

入
札
予
定
価
格
も
事
後
公
表
ヘ

村
で
は
、
工
事
等
の
一
般
競
争

入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
の
結
果

に
つ
い
て
公
表
し
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
叩
年
叩
月
1
日
以
降
に
行
わ

れ
た
入
札
に
つ
い
て
は
、
入
札
予

定
価
格
の
事
後
公
表
も
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

必
要
な
方
は
、
役
場
担
当
課
に

お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

新春恒例の玉川村民囲碁将棋大会を次のとおり開催

しますので、愛好者多数のご参加をお待ちしております。

圃日 時 1月24日(日)午前9時開始

(受付~午前8時30分"-'8時50分)

云川村就業改善センター 日本間

村内に居住する小掌笠以上の方

若しくは村内事業所に郵務している方

A級 .6級 C級 .0級加のリーグ戦

600円(昼食代)

1月14日までに参加申込書仁参加費600

円を添えて村公民館へお申込みください。

(お問い合せ先)玉川村公民館(鈴木)

岱 57-4632

母親教室・・

午後6時15分

設関節脱臼検診 ・・

午後 1時30分~午後2時..• 

12日(金) 1議6カ月見健診

午後 1時~・・・-

3・4力月児健診・・・

午後 1時30分~・

17日(水)三種混合予防接種

午後 1時 -

18日(木) 三種混合予防接種・・・・・

午後 1時30分

-中の小針秀夫さん

iお誕生おめでとうございます!

(12月上半期分)

保護者名

幸日
木，nB

B
 

名

ほ穂

町一

み美

生

沼

出

柳

区

主主r
恒 1

愉
巴

s
?
E

，
 

• )1/辺の須藤喜市さん

・吉の有賀義次さん

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

度
の
栓
私
は
生
き
る
と
医
師
に
問
う
死
ね
え
で
だ
よ
ど
簡
単
に
言
う

雪
国
の
版
品
に
少
女
の
描
か
れ
て
聞
こ
ゆ
る
如
し
語
リ
ベ
の
声

(号、:保健センター 害i

石保:石川保健センター

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

降
雪
時
に
は
円
滑
な
交
通
が
で

き
る
よ
う
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま

す
。
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
、
つ
た

め
に
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
・
沿
線
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
投
雪
は

交
通
の
障
害
と
な
り
危
険
で
す
の

で
や
め
ま
し
ょ
う
。
(
村
建
設
課
)

(12月上半期分)

年齢世帯主名

喜 市

長三郎

ハルイ

良R

サ

資

マ

86 

88 

89 

37 

76 

死亡者氏名

須藤良男

大野ナヲ

小針ハルイ

関根 俊

有賀平 雄

区

辺JlI 

南須釜

北須釜

や

士
口

州
出

4
ム今

月
の
納
税

村

県

民

税

国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料

第

4
期

第

7
期

1
月
分

{納
期
限
は
1
月
お
日
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

村

公

民

館
針

益
重

真
弓

は
ん

ち
ぎ
れ
雲
茜
に
染
め
て
タ
つ
日
は
や
さ
し
む
よ
う
に
落
ち
ゆ
か
ん
と
す

麦
焼
酎
息
子
は
提
げ
来
て
身
体
に
も
い
い
よ
ど
夫
に
動
め
て
い
る
も

夢
枕
に
立
ち
て
声
な
さ
か
の
人
は
ど
思
う
間
も
な
く
詳
報
に
接
す

目
白
が
一
羽
庭
木
の
下
で
怠
の
絶
ゆ
本
い
な
る
ら
し
廻
リ
マ
鳴
け
り

針

，孟噌

寸
次

溝
井
は
な
よ

生十

愛
子

曲
占
き
く
み

11 



私
の
ふ
る
さ
と

玉川村役場 n(0247)57 -3101編集/総務課印刷/(布円谷印刷(毎月 15日発行)

三ノ
リ

ス;

-::;::? 

日
の
食
卓

⑩ 

fいかと厚揚げの昧噌妙めj

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷 9

今
月
の
お
題
は

「
魚
を
も
っ
と
食
べ
よ
う
2
」

魚
介
類
に
は
、
血
管
を
詰

ま
ら
せ
な
い
よ
う
に
作
用
す

る
E
P
A
(
エ
イ
コ
サ
ペ
ン

タ
エ
ン
酸
)
、
学
習
能
力
を

向
上
さ
せ
た
り
、
寿
命
を
も

伸
ば
す

D
H
A
(
ド
コ
サ
ヘ

キ
サ
エ
ン
酸
)
な
ど
の
栄
養

素
を
豊
富
に
含
み
、
今
、
大

変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
富
山
県
富
山
市
|

江ぇ

本t

城

幸

先

生

(
村
教
育
委
員
会
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
北

陸
の
富
山
市
で
す
。
生
ま

れ
て
か
ら
小
学
校
を
卒
業

す
る
ま
で
の
ロ
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

富
山
市
内
の
西
側
を
神
通
川
が
流
れ
て

い
ま
す
口
か
つ
て
「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」
で

有
名
に
な
っ
た
公
害
の
川
で
す
。
し
か

し
、
今
は
す
っ
か
り
き
れ
い
な
水
を
取

り
戻
し
て
い
ま
す
。

神
通
川
は
、
富
山
湾
に
注
い
で
い
ま

す
。
春
に
雪
解
け
水
が
流
れ
出
る
と
湾

し
ん
き
ろ
う

内
に
「
屡
気
楼
」
が
現
れ
る
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湾
内
に
は
ホ

タ
ル
イ
カ
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、
夜

の
海
一
面
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
、
と

1人分185キロ力ロリー

大

大

大

大

1かけ

料

ゆ

昧

噌

う

う

調

昧

と

よ

せ

赤

さ

酒

し

わ
〆
・
・
・
?

4
口

f
l
I
l
l
i
-
-
K

-しょうが

・油大3

EヨI=Mb=;.. ~宙竃
料 (5人分)ー

り

[・川町
・酒 大 1

・塩 少々

・厚揚げ 1枚

・いんげん 80g 

・長ねぎ 1本

・にんにく 1かけ

・赤唐辛吾 1本

方一一一一作

一材

て
も
き
れ
い
な
光
景
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。

市
の
南
の
方
に
は
、
北
ア
ル
プ
ス

の
勇
壮
な
山
々
が
そ
び
え
、
秋
が
過

ぎ
冬
に
な
る
と
立
山
連
邦
に
は
真
っ

白
な
雪
が
降
り
積
も
り
ま
す
。
立
山

の
雄
大
な
姿
は
と
て
も
力
強
く
て
大

好
き
で
す
。
ま
た
、
福
島
で
は
余
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
富
山
で
は
冬
の
雷

が
頻
繁
に
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
の
人

は
び
っ
く
り
す
る
そ
う
で
す
。

中
、
高
校
と
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
た

め
に
単
身
、
静
岡
県
に
移
住
し
た
の

で
、
普
通
の
人
よ
り
も
短
い
ふ
る
さ

と
生
活
で
し
た
が
、
今
で
も
実
家
に

帰
る
と
温
か
い
も
の
を
感
じ
ま
す
。

〔
方
言
ク
イ
ズ
〕

私
の
土
地
で
「
あ
ん
ま
」
と
言
う

の
は
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
?

①いかは 1センチ幅で4センチの長さに切り、下昧をつけ

ます。

②厚揚げは熱湯をかけ、 j由抜きして 1 センチ幅で4~5セ

ンチ長さに切り、いんげんは筋を取って下ゆでして2つ

に切り、長ねぎは 1センチ幅の斜め切りにします。

③にんにくはみじん切り、しょうがは干切り、赤唐辛苦は

種を取って2つに切ります。

④合わせ調昧料を作ります。

⑤中華鍋にj由を熱し、にんにく ・しょう

が・赤唐辛予を妙め、香りが出できたら

いかを加えてしもふり程度まで妙め、厚

揚げ・いんげん・長ねぎを加えて妙め、

合わせ調昧料を入れて昧をからめます。

E孟重重1Ifa量

心に残る
我がふるさと

『東京玉川会10周年に想う』

埼玉県鳩ヶ谷市

宗形 誠さん

(南須釜出身・宗形辰ーさんの叔父)

朝新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
玉
川
村
、
東
京
玉
川
会
員
の

皆
様
お
元
気
で
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

私
は
郷
里
を
離
れ
て
位
年
に
な
り
ま

す
。
私
の
通
っ
た
学
校
は
須
釜
尋
常
小

学
校
で
し
た
。
夏
の
運
動
会
に
私
は
体

が
小
さ
か
っ
た
の
で
す
が
、
走
る
こ
と

は
人
に
負
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
鉛
筆
や

ノ
i
ト
な
ど
の
賞
を
貰
っ
た
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
く
て
大
事
に
使
っ
た
も
の

で
し
た
。

9
月

m日
と
い
う
と
お
祭
り
、
初
日

は
運
動
会
と
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
お

祭
り
の
残
り
御
馳
走
を
持
っ
て
家
族
揃

っ
て
楽
し
み
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
お

ひ
ら
く
わ

祭
り
に
は
南
須
釜
の
青
年
達
が
「
平
鍬

踊
り
」
を
神
社
に
奉
納
す
る
の
で
す
。

私
も
臼
年
ほ
ど
前
に
参
加
し
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
の
で
、
玉
川
会
の
叩
周
年

の
際
に
念
仏
踊
り
を
見
て
昔
を
思
い
出

し
感
激
を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
玉

川
会
叩
周
年
に
は
村
に
招
待
さ
れ
、
村

長
さ
ん
は
じ
め
玉
川
会
会
長
、
村
役
場

の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
宅
よ
り
印
メ
ー
ト
ル
位
離
れ
た
所

の
新
荒
川
堤
防
に
大
宮
よ
り
荒
川
ま
で

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

l
ス
が
あ
り
ま

す
。
毎
日
、
犬
の
散
歩
に
歩
い
て
い
る

と
ビ
ン
、
カ
ン
の
ポ
イ
捨
て
が
目
立
ち

ま
す
。
余
り
に
も
気
に
な
り
、
ま
た
、

自
分
の
健
康
法
と
世
の
為
、
人
の
為
に

少
し
で
も
役
に
立
て
ば
と
思
い

2
年
程

前
か
ら
犬
の
散
歩
の
際
に
ピ
ン
、
カ
ン

拾
い
を
や
り
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
鳩
ケ

谷
市
で
は
、
毎
年
、
市
に
功
労
の
あ
っ

た
者
に
「
き
じ
ば
と
賞
』
と
い
う
賞
を
授

与
し
て
お
り
ま
す
。
つ
い
先
日
、
今
年

度
の
『
き
じ
ば
と
賞
」
に
私
が
選
ば
れ
た

と
市
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
き
大
変
感
激

を
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
玉
川
村
の
発
展
と
東
京
玉

川
会
会
員
の
ご
繁
栄
、
さ
ら
に
皆
々
様

の
ご
健
康
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

12 i.東京iB1会では常時会議蚕募集じ乞います。銭しぶは、役場金議員才教諜ままati]切だ 勺i




